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改革改善
の考え方

①問題
点

・ICTの普及・進化に伴い、自治体の情報セキュリティー対策も高度化している。最新のセキュリティー対策に対応でき
る知識の習得が必要である。
・守るべき情報資産を把握し、どのように守るのかという情報セキュリティ対策の基本を再構築する必要がある。
・守るべき情報資産を把握し、どのように守るのかという情報セキュリティ対策の基本を再構築する必要がある。

②改革
提案

・セキュリティー対策に関するシステム等の活用による対策。
・職員の情報リテラシーの向上。（研修会・自己点検の実施、情報セキュリティポリシーの徹底）
・情報資産の洗い出しと、リスク管理を考える機会を設ける。
・情報資産の洗い出しと、リスク管理を考える機会を設ける。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

・新規採用職員に対するセキュリティ対策研修、情報セキュリティ対策自己点検、セキュリティ対策現地監査を実施したことに
より、職員のセキュリティ対策に対する意識向上を図ることができた。
・セキュリティ対策に関する情報機器の安定稼働・管理運用に努めた。

総事業費①+② 2,638 2,155 2,782 2,909

200 200

臨時職員所要時間

一般財源 1,923 2,155 2,067 2,909

人件費計（千円）② 715 715

正規職員所要時間

起債

その他

県支出金

事業費計（千円）① 1,923 2,155 2,067 2,909

国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

１　情報セキュリティ対策の現地監査
２　情報セキュリティ対策の自己点検
３　資産管理システムの運用管理
４　ウィルス対策ソフト・セキュリティ対策機器の運用管理

１　実施箇所数
２　実施職員数
３　運用管理日数
４　運用管理日数

１　　　       　　 12カ所
２　　    　　    　 479人
３　　   　　      　365日
４       　　    　　365日

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

・平成15年度に「飯田市情報セキュリティポリシー」を策定し、情報セキュリティ対策への取組を本格的に開始
・平成18年度末に「飯田市情報セキュリティポリシー」の改正をし、職員の情報機器やデータの持ち出し、持ち込み及び接続制限を強
化
・職員教育や技術的対策を講じ情報セキュリティ対策の向上を図る
・課等ごとにセキュリティ監査を行い各対策の実施状況の点検

成果
指標

情報漏洩の発生件数（件） 0 0 0 0

成果
指標

セキュリティ上のシステム障害発生件数（件） 0 0 0 0

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

情報系・基幹系ネットワークに接続
しているパソコンの台数（台）

1208向上させたい上位施
策の成果指標

市での事業や住民サービス全般に対して信頼している市
民の割合（％）

職員数（人）　※市立病院・上郷老
健を除く

824
意図（どういう状態
にするか）

庁内の情報システムを、安全で信頼性の高い状態で運
用する

目
的

対象（誰・何を） 飯田市職員

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 93 良質な行政サービスの提供
基本計画上
の位置づけ

政策 9 市民と共に進める行政経営

H27担当課等名 総務文書課 H27係等名 情報システム係 H26係等名 情報システム係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 15 終了
事務事業名 情報セキュリティ対策事業

会計 一般会計
1 10

事業種別 経常

9 施策№ 93 事業№


